
仮名拾いテスト（海外生活）「            」 

 

わたしはまえににねんかんほどフランスにすんでいたことがあります。さいしょ

にとうちゃくしたとき、くうこうからでたしゅんかん、あまりにもくうきのにおいがち

がっていてびっくりしました。にほんではあまりかんじないこうばしいぱんのにお

いが、まちなかのいたるところからただよってきて、まるでおかしのくににまよ

いこんだようでした。さいしょのいっしゅうかんは、ごみのすてかたや、でんしゃ

ののりかた、ちいさなおみせでのちゅうもんのしかたなど、なにからなにまでわ

からず、まいにちがちいさなどきどきのれんぞくでした。それでも、こえをかけ

てくれるひとや、えがおでたすけてくれるひとがいて、すこしずつそのくらしにな

じんでいきました。あるひ、ちかくのぱんやさんで「くろわっさんひとつください」

といったつもりが、「くろわっさんじゅういちこください」といってしまい、てんいん

さんににこにこされながら「ほんとうにじゅういっこ？」とききかえされたときは、

あせりすぎておもわずにげだしたくなりました。がいこくでのせいかつは、いろい

ろたいへんなこともあるけれど、あたらしいことをまなんだり、ふしぎなけいけ

んをしたりするきかいがたくさんあります。にほんではあたりまえだとおもってい

たことが、がいこくではぜんぜんあたりまえではないこともあり、そんなはっけ

んがとてもたのしかったです。いまでは、そのときのけいけんが、わたしのたい

せつなたからものになっています。 

 

 

①どこの国の話ですか？（          ） 

②パン屋さんで頼んだものは何ですか？（                ） 
  



仮名拾いテスト（海外生活）「            」 

 

あるとし、わたしはドイツにりゅうがくすることになりました。はじめての

ひとりたびで、しかもことばもほとんどわからなかったので、しんぱいで

むねがいっぱいでした。くうこうにとうちゃくしたとき、まわりのひとがな

にをいっているのかぜんぜんわからず、まるでえいがのなかにはいり

こんだようなきもちになりました。だけど、がっこうのせんせいやがくせ

いたちがとてもやさしくしてくれて、すこしずつあんしんしてきました。ド

イツでは、あさごはんにぱんと ちーずをたべるのがふつうで、にほん

のようにごはんとみそしるをたべることはあまりありませんでした。ある

ひ、いえのちかくのすーぱーで、にほんのらーめんをみつけてうれしく

なり、すぐにこうにゅうしました。でも、つくってみるとすこしあじがちがっ

ていて、すこしだけさみしいきもちになりました。それでも、がいこくのし

ょくじになれるにつれて、しらなかったおいしさをたくさんはっけんでき

るようになりました。たとえば、からいそーせーじや、かんぱんのように

かたいぱんなど、はじめはくせがあるとおもったけれど、いまではなつ

かしいあじになっています。けいけんというのは、ときにたいへんだけ

ど、ふりかえればぜんぶたいせつなきおくになりますね。 

 

①どこの国の話ですか？（            ） 

②朝ごはんは何を食べることが多いですか？（              ） 
  



仮名拾いテスト（海外生活）「            」 

 

わたしがインドにいったときのはなしをします。インドといえば、からいり

ょうりや、さまざまなにおいのちがいがあることでゆうめいですが、じっ

さいにいってみると、それいじょうにびっくりすることがおおかったで

す。まず、くるまやばいくのくるまのりょうがすごくて、くるまどうろはつね

にくらくしょんがなりっぱなしでした。さいしょはびくびくしていましたが、

みんななれているようすで、しぜんとわたしもなれていきました。そし

て、たべもの。インドりょうりは、すぱいすがふんだんにつかわれてい

て、くちにいれるたびにあたらしいあじがはじけるようでした。とくに ま

さら というかれーと、ちゃい というみるくてぃはまいにちのたのしみに

なりました。また、インドではたくさんのひとがすれちがいざまにあいさ

つをしてくれます。「なますて」ということばにはふしぎなぬくもりがあ

り、すこしずつこころがとけていくのをかんじました。ことばがあまりつう

じなくても、にっこりわらうだけでつうじあえるんだなとおもいました。い

んどのひびは、においやおと、いろとりどりのふうけいがこころにやきつ

いて、いまでもめをとじるとあのまちのざわめきがよみがえってきま

す。 

 

①どこの国の話ですか？（          ） 

②まずびっくりしたことは何ですか？（                   ） 
  



仮名拾いテスト（海外生活）「            」 

 

オーストラリアでは、あおいそらとひろいだいちがわたしをむかえてくれ

ました。とくにびーちはすばらしく、しろいすなはまにすわって、のんび

りうみをみているだけでこころがおちつきました。がっこうは、にほんと

はちがって、がくせいどうしがとてもじゆうにいけんをいいあっていまし

た。せんせいもせいともも、おたがいをたいらなかんけいとしてそんち

ょうしあうぶんかがあり、さいしょはびっくりしましたが、じょじょになじん

でいきました。しゅくだいはすくなめでも、じぶんでかんがえることがた

いせつにされていて、わからないことはすぐにしつもんするくうきがあり

ました。また、オーストラリアのひとたちは、ひじょうにきさくで、みちを

あるいているだけでも「はろー！」とこえをかけてくれます。すーぱーで

まいにちあうてんいんさんとも、しぜんとあいさつをかわすようになりま

した。にちようびには、まーけっとがひらかれ、ちいさなおみせがなら

びます。てづくりのおかしや、くにごとのしなものなどがならび、あるい

ているだけでもたのしいじかんになります。しぜんとにんげんのあたた

かさにふれたくにでした。 

 

①どこの国の話ですか？（           ） 

②日曜日には何が開かれますか？（                ） 
  



仮名拾いテスト（海外生活）「            」 

 

スペインでくらしたすうかげつかんは、わたしのじんせいをがらりとかえ

ました。スペインのひとたちはとにかくおしゃべりがすきで、まちのかふ

ぇやこうえんでは、あさからばんまで、みんなたのしそうにかいわをし

ています。さいしょのころは、はなすすぴーどがはやすぎてついていけ

ませんでしたが、にちじょうのなかでよくつかわれることばをおぼえて

いくうちに、すこしずつりかいできるようになりました。ひるごはんはとて

もおそく、なんとごごさんじすぎにたべるのがふつうです。そしてそのあ

と、しえすたというひるねのじかんがあり、まちのおみせもしばらくしまり

ます。これにはおどろきましたが、つかれていたびにはとてもありがた

かったです。ぱえりあ や たぱす といったスペインりょうりもすぐにき

にいり、とくにえびのはいったあつあつのぱえりあは、いまでもおもいだ

すとよだれがでてきます。あるひ、まちでまいごになったとき、おばあ

さんがにこにこしながらてをひいてくれたことがあり、ことばはいらない

やさしさにふれたきもちがしました。スペインは、じかんのながれがゆ

ったりとしていて、せかせかしたきもちがほどけていくようなくにでした。 

 

①どこの国の話ですか？（           ） 

②昼ごはんの時間は何時ごろですか？（              ） 
  



仮名拾いテスト（海外生活）「            」 

 

わたしがいたイギリスのまちは、あめのひがおおく、さいしょはすこしだ

けゆううつでした。でも、そのしずかなふんいきがだんだんすきになり、

あめのあとのしめったどうろや、つゆにぬれたきのはがとてもきれいに

みえるようになりました。イギリスでは、「おちゃのじかん」がたいせつに

されていて、ごごさんじになると、てぃーたいむとしてくっきーやけーき

をたべながら、ゆっくりとおしゃべりをたのしむじかんがあります。わた

しもまいにちのたのしみになり、すきなはーぶてぃーをさがすのがしゅ

みになりました。がっこうでは、せいふくのかわりに、じぶんですきなふ

くをきていきます。さいしょはなにをきたらいいかわからずとまどいまし

たが、じょじょにじぶんのすたいるをみつけていきました。イギリスのひ

とたちはひょうじょうがすくないといわれがちですが、じつはとてもしん

せつで、こまっているとそっとたすけてくれるやさしさがありました。あ

るひ、でんしゃをまちがえてのりすごしてしまったとき、おばあさんがい

っしょにおりて、つぎのばしょまでつれていってくれたことがあり、あのと

きのぬくもりはいまでもわすれられません。 

 

①どこの国の話ですか？（         ） 

②一日の中で大切な時間は何ですか？（              ） 
  



仮名拾いテスト（海外生活）「            」 

 

台湾にすんでいたとき、いちばんおどろいたのは、たべもののやすさと

おいしさでした。がいこくでくらすと、しょくひがかさむことがよくあります

が、台湾ではがいこくじんでもかんたんにやすくておいしいりょうりがた

のしめました。とくにやえいしょくといって、よるになるとまちにでてくる

いちばでは、たくさんのたべものがならび、ちいさなおさらでいろいろた

めせるので、まいにちがたのしみでした。ちまき、るーろーはん、ない

ちーてぃーなど、にほんではなかなかたべられないものばかりで、はじ

めてのあじにむねがおどりました。また、台湾のひとたちはほんとうに

しんせつで、みちにまよっていると、まわりのひとがみんなでおしえてく

れたり、ばすていまでつれていってくれたりしました。あるとき、わたし

がさいふをおとしてしまったことがあったのですが、にじかんごにけい

さつかられんらくがあり、ちゃんともどってきました。そのとき、たいわん

のひとたちのせいじつさにふれて、なみだがでるほどうれしかったのを

おぼえています。おおきなくにではないけれど、こころのふところがひ

ろい、そんなばしょでした。 

 

①どこの国の話ですか？（          ） 

②一番驚いたのは何ですか？（                     ） 
  



仮名拾いテスト（海外生活）「            」 

 

わたしが、カナダでけいけんしたのは、しぜんとともにくらすということ

のたいせつさでした。まちなかにもこうえんがたくさんあり、りすやとりた

ちがじゆうにあるいているのをみて、びっくりしました。ひとびとも、ごみ

をすてるときはしっかりぶんべつをしていて、こどもでもそれをあたりま

えのようにしているのがいんしょうてきでした。がっこうでは、まなぶこ

とよりも、どうかんがえるかがじゅうようにされていて、しけんよりもぷれ

ぜんてーしょんやでぃすかっしょんがたいせつにされていました。こと

ばにふあんがあっても、みんながゆっくりきいてくれるので、じぶんの

いけんをいうじしんがもてるようになりました。また、カナダではしょくじ

まえに「いのちにかんしゃ」といって、たべものへのけいいをひょうげん

することがありました。わたしはそれをきいて、たべるということのいみ

をかんがえなおしました。あるひ、どうぶつのほごしせつにいって、い

ぬのさんぽをてつだうぼらんてぃあにもさんかしました。そのとき、ひと

とどうぶつ、しぜんとにんげんがともにいきるといういみを、からだでか

んじることができました。 

 

①どこの国の話？（        ） 

②公園でびっくりしたことは？（                    ） 
  



仮名拾いテスト（海外生活）「            」 

 

アメリカにすんでいたとき、びっくりしたのは、ひととひとのきょりがとても

ちかいようでとおいい、ふしぎなかんじでした。たとえば、でんしゃのな

かではとなりのひととあいさつをしたり、たのしいかいわをはじめたりす

るのがふつうでした。でも、おたがいのぷらいばしーはたいせつにされ

ていて、なにかをしつこくきくようなことはありませんでした。はじめてア

メリカのすーぱーにいったとき、そのおおきさと、しなもののかずがお

おすぎて、なにをかえばいいのかこまってしまいました。だけど、てん

いんさんがわらいながら「さいしょはみんなそうだよ」とはなしてくれ

て、すこしきもちがらくになりました。こうこうでは、みんなそれぞれちが

ったふくをきていて、「じぶんらしさ」をだすことがしぜんにうけいれら

れていました。あるとき、がっこうのべんきょういがいに、いぬのかいぬ

しをさがすぼらんてぃあにさんかし、ひととどうぶつがともにいきること

についてたくさんまなびました。アメリカはじゆうのくにといわれるけれ

ど、ほんとうにたいせつなのは、おたがいをそんちょうしあうこころなの

だとつよくかんじました。 

 

 

①どこの国の話？（        ）    

②高校の服装に決まりはある？（                 ） 
  



仮名拾いテスト（海外生活）「            」 

 

ロシアにいったときのふゆは、わたしのじんせいでいちばんさむいけい

けんでした。まいあさ、まどのそとはいちめんのぎんせかいで、こおりの

うえをあるいてがっこうにいきました。さいしょはなにもかもがちがいす

ぎて、すこしきにくわないこともありましたが、すぐにそのふゆのきびし

さのなかにある、あたたかさをかんじるようになりました。ロシアのひと

たちは、ぱっとみたかんじはつめたそうにみえますが、すこしなかよく

なると、まるでかぞくのようにせっしてくれます。わたしがさむさにふる

えていると、がっこうのともだちがまふらーをかしてくれたり、あったか

いすーぷをごちそうしてくれたりしました。ロシアでは、ふゆに ぼるしち 

というすーぷをたべることがおおく、そのまっかないろとやさしいあじが

からだにしみわたりました。また、がっこうでは、おんがくやしなどのじゅ

ぎょうがとてもじゅうようにされていて、こどもたちはびじゅつかんやお

んがくかいにたびたびいきます。びじゅつとぶんかのちからを、じっせ

んでまなぶたいけんができたのは、とてもきちょうでした。さむいくにだ

からこそ、ひとのぬくもりがとくべつにかんじられる、そんなけいけんで

した。 

 

 

①どこの国の話？（         ）      

②ボルシチの色は？（                ） 
  



仮名拾いテスト（海外生活）「            」 

わたしはむかし、いちねんかんだけイタリアにすんでいたことがあります。さい

しょにイタリアについたとき、くうこうからでたそらがとてもあおく、かぜがからっ

としていて、にほんとちがうふんいきにわくわくしました。まちのなかには、いし

でできたふるいたてものがたくさんあり、せんねんいじょうまえのけんちくがそ

のままのこっているのをみて、いきているれきしをかんじました。イタリアのひと

は、とてもあいそうがよく、はじめてあったのに「ちゃお！」とこえをかけてくれ

て、すぐにうちとけることができました。 

わたしはまいにち、ちいさなかふぇであさのかふぇらってをのみ、くろわっさん

のようなおおきなぱんをたべるのがすきでした。みせのひととはことばがあまり

つうじなくても、てぶりやえがおでなんとかつうじあえるのがたのしかったで

す。がっこうでは、いろいろなひとがいて、ともだちとたべた ぴっつぁ や ぱす

た のあじは、いまでもわすれられません。とくにイタリアの ぴっつぁ は、うす

くてぱりぱりしていて、ひとつのさらにまるごとでてきて、はじめはびっくりしまし

た。 

しゅうまつには、でんしゃにのってベネチアやフィレンツェへりょこうにもいきま

した。みずのうえにたっているようなまちをみたり、だいがくのとしょかんでふる

いほんをみたりして、まいにちがはつけんでした。あるひ、まいごになってこま

っていると、おばあさんがこえをかけてくれて、いっしょにばすてい まであるい

てくれたこともありました。 

イタリアでのせいかつは、まいにちがしんせんで、そしてあたたかいひととのふ

れあいにあふれていました。いまでもそのときのけいけんは、わたしのこころの

なかでたいせつなたからものです。 

①どこの国の話？（     ）  ②忘れられない味は何？（       ） 

  



仮名拾いテスト（海外生活）「            」 

わたしはベルギーというくにで、はんとしほどせいかつしたことがあります。ベ

ルギーは、ふらんすご、おらんだご、どいつごなど、いくつかのことばがつかわ

れていて、まちによってふんいきがちがうのがおもしろいところです。わたしが

すんでいたのは、ブリュッセルというとしで、ベルギーのしゅとでもあり、よーろ

っぱのちゅうしんともいわれているばしょです。まいにち、いろんなくにのひとに

であうことができて、とてもこくさいてきなまちだとおもいました。はじめてのひ

は、ちかてつにのったのですが、かんばんやあんないひょうじがふらんすごと

おらんだごで、なにがなんだかわからず、いちにちめからまいごになってしま

いました。でも、ちかくにいたおじさんが、えいごでしんせつにおしえてくれて、

なんとかすむところまでたどりつくことができました。こういうやさしさにふれる

たびに、もっとことばをがんばってまなぼうとおもいました。 

ベルギーといえば、ちょこれーととわっふるがゆうめいです。まいにちのよう

に、ちいさなおみせであまいわっふるをたべるのが、わたしのひそかなたのし

みでした。そとのかわは かりっとしていて、なかはふんわり、あまいにおいが

こうばしく、ひとくちたべるとしあわせなきもちになります。また、しゅうまつにな

ると、まちのひろばでまーけっとがひらかれ、やさいやくだもの、ちいさなこうぼ

うのぱんやちーずがうられていて、ぶらぶらあるくだけでもたのしいです。 

ベルギーでのくらしは、日本とちがってゆったりしていて、ひとびとがじぶんの

じかんをたいせつにしているようにかんじました。ひととあいさつをかわすとき

も、にっこりえがおで「ぼんじゅーる」といってくれて、あたたかいきもちになりま

す。いまでも、そのおだやかなくらしと、たくさんのであいがこころにのこってい

ます。 

①どこの国の話？（         ） 

②有名な食べ物はチョコレートと何？（         ） 

  



仮名拾いテスト（海外生活）「            」 

わたしはむかし、いちねんかんオランダでくらしたことがあります。オランダは、

「じてんしゃのくに」ともいわれるほど、じてんしゃがにんきで、まちのいたるとこ

ろにじてんしゃようのどうろがあります。わたしもすぐにじてんしゃをかって、が

っこうやまちのすーぱーまで、まいにちこいでいきました。ふうけいもとてもき

れいで、まいにちのじてんしゃでのつうがくがたのしみでした。とくにかわぞい

のどうろをはしるときは、しずかなみずのおとや、とりのさえずりがきこえて、こ

ころがやすらぎました。 

オランダのひとたちは、とてもじゆうでおおらかです。がっこうでは、じぶんのい

けんをしっかりもつことがたいせつにされていて、せんせいもせいともたがいに

いけんをこうかんしていました。はじめはひとのまえではなすのがにがてでした

が、すこしずつゆうきをもって、えいごでじぶんのかんがえをつたえられるよう

になりました。そうするうちに、ともだちもふえて、いっしょにひるやすみにこう

えんでたべたり、しゅうまつにえいがをみにいったりしました。 

たべものは、にほんとくらべるとあじつけがうすめで、さいしょはすこしものたり

ないとおもっていましたが、ちーずやぱんはとてもおいしく、なれるとしぜんの

あじがここちよくかんじられるようになりました。まいあさのちいさなぱんやさん

でかうあたたかいぱんと、あまいみずたまのようなしょくぱんは、わたしのおき

にいりでした。 

オランダでは、ひとびとがじぶんじしんのじかんをたいせつにしていて、ゆった

りとしたせいかつをおくっているようにかんじました。日本とはちがうけれど、そ

こにもたしかなあたたかさがありました。いまでも、オランダでのせいかつは、

わたしにとってたいせつなおもいでであり、いつかまたいってみたいくにのひと

つです。 

①どこの国の話？（     ）     

②有名な乗り物は？（      ） 

  



仮名拾いテスト（雑学）  「            」 

せかいには、しっているようでしらない、おもしろいざつがくがたくさんありま

す。たとえば、ぺんぎんにはひざがあるのをしっていますか？ぺんぎんはある

いていると、あしがみじかくみえるので、ひざがないとおもわれがちですが、じ

つはふともものなかにひざがかくれているのです。また、きりんのしたは、くろと

ぴんくのぶちもようになっていて、ひとりひとりもようがちがいます。まるでしも

んのようで、おたがいをそれでみわけているともいわれています。 

にほんのなかにもふしぎなざつがくがたくさんあります。おすしの「たまご」は、

むかしはおちゃけのつまみだったといわれています。たまごはあまくつくられる

ことがおおく、さけにあうようにかんがえられていたそうです。また、ふとんをほ

すときに、ひなたよりもかぜがつよいひのほうがかわきやすいということをしっ

ていますか？これは、たいようのひかりよりも、くうきのうごきのほうがみずぶ

んをはやくとばすからなのです。 

さらに、にんげんのからだにもたくさんのざつがくがあります。たとえば、じぶん

ではくすぐったいところをくすぐっても、あまりくすぐったくかんじないのは、のう

がじぶんのうごきをよそくしてしまうからです。だから、ひとにされるとついわら

ってしまうのです。また、しんぞうはいちにちに 10まんかいちかくどくどくとどう

きをうっているともいわれ、いっしょうのあいだになんおくかいもうごいているこ

とになります。 

こうしたざつがくをしると、にちじょうのなかでも「あっ」とおもうはっけんがふ

え、せかいがちょっとたのしくみえてきます。いろいろなしゅるいのざつがくをた

のしみながら、これからもふしぎをみつけていきたいですね。 

  



仮名拾いテスト（雑学）  「            」 

せかいには、ふしぎでおもしろいどうぶつがたくさんいます。たとえば、らくだは

さばくのせいかつにとてもつよいどうぶつですが、そのせなかのこぶにはみず

ははいっていません。じつは、しぼうがたまっていて、あぶらをえねるぎーとし

てつかうためにあるのです。みずは、からだのなかにためるしくみがべつにあ

って、だからながいあいだみずをのまなくてもへいきなのです。 

それから、なまけものというどうぶつもしっていますか？なまけものは、いちに

ちのほとんどをねてすごし、いっぽあるくのに 10びょういじょうかかることもあ

ります。でも、そのおかげで、てきにみつかりにくく、うまくせいそくしています。

おもしろいのは、なまけもののからだにはこけがはえていることがあるということ

です。そのこけにすんでいるむしもいて、ちいさなせかいができているのです。 

いぬやねこのなきごえも、おもしろいざつがくがあります。にほんでは「わんわ

ん」「にゃー」といいますが、ほかのくにではちがういいかたをします。たとえ

ば、いぬはえいごでは「ばーくばーく」、ふらんすでは「うあんうあん」ときこえる

そうです。おなじおとをきいても、くにによってちがってきこえるというのは、と

てもふしぎです。 

それから、たこにはしんぞうが３つあることをごぞんじですか？そして、あしは

８ほんありますが、じつはそのうち２ほんは うでとしてつかっているともいわれ

ています。いきもののからだは、にんげんとはまったくちがうしくみになってい

て、しればしるほどおどろくことばかりです。 

どうぶつのせかいには、まだまだしらないことがいっぱいです。これからもいろ

んなざつがくをしって、いきものたちのふしぎにふれていきたいですね。 

  



仮名拾いテスト（雑学）  「            」 

たべものには、しっているようでしらないおもしろいざつがくがたくさんありま

す。たとえば、にんじんにはおれんじいろのいんしょうがありますが、もともとは

むらさきいろだったということをごぞんじですか？いまのおれんじのにんじん

は、おうこくをたたえるために、おらんだでひろまったといわれています。いま

でも、むらさきにんじんやきいろにんじんもそだてられていて、あじもちょっとち

がいます。 

また、すいかはくだものとおもわれがちですが、じつはやさいのなかまです。の

うぎょうじょうのくぶんでは、いちねんせいのくさであるため、やさいといわれま

す。けれども、おやつやでざーとのようにたべられることがおおいので、くだも

のといわれることもあります。こうした「ほんとうはなに？」とまようたべものは、

ほかにもあります。たとえば、とまとやなすも、くだもののせいしつをもちなが

ら、やさいとしてしょくたくにのぼります。 

ちょこれーとのなかにふくまれる「でおぶろみん」というせいぶんは、ひとにと

ってはしあわせなきもちをもたらしますが、いぬやねこにとってはどくになりま

す。だから、ぺっとにちょこれーとをあたえてはいけないのです。おいしいたべ

ものでも、たべるひとやいきものによってぜんぜんちがうえいきょうがあるので

すね。 

また、たまごをたべるとき、しろみときみ、どちらをさきにたべますか？あるけ

んきゅうでは、しろみをさきにたべたほうが、あとのきみのあじをよりこくかんじ

られるといいます。これは、あじのちょうかくがつよまるしくみがかんけいしてい

るそうです。 

こうしてたべものをべんきょうすると、にちじょうのしょくじがもっとたのしくなりま

す。つぎになにかたべるときは、「これにはどんなしれないひみつがあるのか

な？」とおもってみると、おいしさもふえそうですね。 

  



仮名拾いテスト（雑学）  「            」 

わたしたちがいまふつうにたべているたべものには、ながいれきしがありま

す。たとえば、おすしはにほんのたべものとしてゆうめいですが、もともとは「な

れずし」というべつのかたちではじまりました。これは、さかなをこめといっしょ

にしおづけして、なんにちもねかせることでほぞんするほうほうでした。いまの

ようにしゃりとさかなをいっしょにたべるすしは、えどじだいになってからうまれ

たといわれています。 

また、らーめんはちゅうごくからつたわったといわれていますが、にほんのな

かでへんかをくりかえし、いまでは「にほんしきらーめん」としてせかいじゅうで

にんきがあります。しおらーめん、みそらーめん、とんこつなど、ちいきによっ

てあじがちがい、それぞれのまちのとくちょうをあらわしています。ひとつのた

べものがくにをこえてかわっていくようすは、とてもおもしろいですね。 

ちょこれーとは、もともとなんせいようのあついくにでたんじょうしました。むか

しのちょこれーとは、いまのようにあまくなく、にがくてすぱいしーなあたたかい

のみものとして、とくべつなひとだけがのむことをゆるされていました。それが

よーろっぱにつたわり、さとうやぎゅうにゅうとまざることで、いまのようなあまい

ちょこれーとになったのです。 

また、ぱんは、いちばんさいしょはただのこなとみずをまぜたものだったそうで

す。それが、こうぼのはたらきでふくらむことをみつけ、ふわふわのぱんがうま

れました。むかしは、ぱんはこうきゅうなしょくべんとうのひとつで、きんちょうし

たばしょでたべるものでしたが、いまではまいにちのせいかつにかかせないた

べものとなりました。 

こうしてみると、たべものはじだいとともにかわり、ひとびとのせいかつやぶん

かをうつしだしていることがわかります。たべもののれきしをしることで、にちじ

ょうのしょくじがもっとおもしろくなりますね。 

  



仮名拾いテスト（雑学）  「            」 

たべものには、ふしぎでおもしろいざつがくがたくさんあります。たとえば、かれ

ーらいすはにほんのこどもたちにもにんきのたべものですが、もともとはいんど

うまれのりょうりです。それがいぎりすをとおってにほんにやってきて、こくさん

のこめとあわさり、いまのようなにほんしきかれーがうまれました。いんどのか

れーはさらさらしていて、すぱいすのかおりがとてもつよいのがとくちょうです。 

また、すしのなかにある「がり」とよばれるしょうがには、たんさんのいみがあり

ます。くちのなかをさっぱりさせるだけでなく、しょうどくこうかもあるので、むか

しからすしといっしょにたべられてきたのです。おもしろいのは、がりはさかな

のあじをきりかえるやくわりもあるので、べつのねたをたべるまえにたべると、

あじがよくわかるといわれています。 

おちゃづけというりょうりも、むかしは「さけのおとものしめくくり」としてたべられ

ていました。もともとはごはんにおちゃをかけただけのものですが、こんぶやの

り、しゃけやうめなどをいれてたのしまれるようになり、いまではいろんなあじが

たのしめます。おちゃだけでなく、だしをつかうこともふえ、いちにちのしめのめ

しとしてにんきです。 

さらに、おにぎりはてにもってたべられることから、むかしのせんそうやたびの

とちゅうのたべものとしてもつかわれていました。いまのようにさんかくのかた

ちになったのは、くちにいれやすく、つかみやすいというりゆうがあるからだとい

われています。また、のりをまくことで、てがよごれにくくなるというこうりつてき

なめんもあるのです。 

こうしてたべもののざつがくをしると、にちじょうのたべものがもっとおもしろく、

たいせつにおもえてきます。つぎにたべるときは、「このたべものにはどんなれ

きしやひみつがあるのだろう」とかんがえてみるのも、たのしいですね。 

  



仮名拾いテスト（雑学）  「            」 

くだものには、みためやあじだけでなく、おもしろいざつがくがたくさんあります。

たとえば、ばななはきになるくだものですが、じつは「くさ」のなかまです。たか

くのびたばななの「みき」にみえるぶぶんは、ほんとうはようがかさなったもの

なのです。ばななは、じぶんのたねではふえず、にんげんのてによってさしき

でふやされています。 

また、すいかはくだものとおもわれがちですが、のうぎょうじょうのぶんるいで

はやさいです。いっぽうで、いちごはあかいぶぶんがみとされていながら、じつ

はほんとうのみは、ぶつぶつしているつぶのほうです。だから、いちごは「にせ

のみ」とよばれることもあります。そしてこのちいさなつぶ、じつはたねなので

す。 

きういふるーつは、もともとちゅうごくうまれで、はじめは「ちゅうごくざるなし」と

よばれていました。それがにゅーじーらんどでさいばいされ、こっかのとり「きう

い」とにているということから、いまのなまえになったといわれています。ちな

みに、みどりいろのきういと、きんいろのきういでは、あじやえいようがすこしち

がいます。 

さらに、りんごをすいとうのみずにいれると、ぷかぷかとみずにうきます。これ

は、りんごのなかのやく 4わりがくうきだからです。また、「1にち 1 このりんご

は、いしゃいらず」といわれるほど、えいようもふうぶんにふくまれています。 

くだものはあまくておいしいだけでなく、びたみんやせんいもたっぷりで、けんこ

うにもよいとされています。れもんのようにすっぱいくだものもありますが、これ

にもびたみん Cがたくさんはいっていて、かぜよぼうにもやくだちます。 

このように、くだものにはたくさんのふしぎがつまっています。たべるときに、ち

ょっとしたざつがくをおもいだすと、いつものおやつのじかんがもっとたのしくな

るかもしれませんね。 

  



仮名拾いテスト（雑学）  「            」 

にちじょうのりょうりのなかには、しられていないおもしろいざつがくがたくさんか

くれています。たとえば、ゆでたまごをきれいにむくには、さますまえにすこし

だけこつがあります。ゆでたあとすぐにこおりみずにつけると、からとしろみのあ

いだにすきまができ、つるんとむきやすくなるのです。また、しんせんなたまご

ほどむきにくいので、すこしひがたったもののほうがきれいにむけることもあり

ます。 

たまねぎをきるとき、めがいたくなるのは、たまねぎのなかにふくまれる「いお

うぶんしつ」が、くうきにふれてがすになり、それがめのなみだせんをしげきす

るからです。きるまえにれいぞうこでひやしておくと、がすのはっせいがすくなく

なり、めがいたくなりにくいといわれています。 

ぱすたをゆでるとき、「おゆにしおをいれるのはなぜ？」とおもったことはありま

せんか？しおをいれることで、ぱすたにすこしだけあじがつき、さらにすいめん

のゆでむらをふせぐやくわりもあります。しおをいれなくてもゆでられますが、

いれることでよりおいしくなるのです。 

にほんのかし「まめがし」には、がっこうやけんこうをいのるいみがふくまれて

います。「まめ（まじめ・けんこう）」につながることばとして、せつぶんやひなま

つりなどのぎょうじでたべられることがふえました。くいものには、ことばやぶん

かとむすびついたふかいれきしがあるのです。 

また、からあげに「れもんをかけるかどうか」でよくはなしあいになることがあり

ますが、これにはりゆうがあります。あぶらっこいたべものにすっぱいれもんを

かけると、ぜつちょうがととのって、さっぱりかんをあたえてくれるのです。これ

はにほんだけでなく、せかいのさまざまなりょうりにもみられるこうかです。 

りょうりのざつがくをしると、いつものしょくじがちょっとちがってみえます。ちいさ

な「なぜ？」をたいせつにして、もっとたのしく、もっとおいしくたべることができ

るようになりますね。 

  



仮名拾いテスト（雑学）  「            」 

せかいには、くにによってちがったりょうりがあり、そこにはたくさんのおもしろい

ざつがくがかくれています。たとえば、いんどのかれーはにほんのかれーとち

がい、たまねぎやとまとをいためてから、すぱいすをくわえてつくります。すぱ

いすは、ただのあじつけだけでなく、からだをあたためたり、しょうかをうながし

たりするこうかもあるため、いにしえのじだいからたいせつにされてきました。 

ふらんすでは、「こーすりょうり」というすたいるがゆうめいです。ぜんさい、す

ーぷ、さかなやにく、でざーとなど、いくつかのりょうりをじゅんばんにたのしみ

ます。これは、おなかをいっぱいにするためだけでなく、あじのうつりかわりを

たのしむという「しょくじのぶんか」でもあります。たべるじかんもながく、かぞく

やともだちとのかいわもたいせつにされているのです。 

いぎりすの「ふぃっしゅあんどちっぷす」は、さかなのふらいとふらいどぽてとを

いっしょにたべるりょうりです。もともとはろうどうしゃのたべものとしてにんきに

なりましたが、いまではくにのたいしょうてきなりょうりになっています。おもしろ

いのは、こなをまぶすときにびーるをまぜてつくるばあいもあり、そうするとさく

さくとしたこおばしいころもになるのです。 

めきしこの「たこす」は、ちいさなぱんのようなものににくややさいをはさんでた

べますが、このぱんは「とるてぃーや」とよばれ、とうもろこしからつくられてい

ます。とうもろこしは、めきしこのしゅようなしょくもつのひとつで、こめとおなじく

らいたいせつにされています。 

ちゅうごくでは、「いろとかたち」にもいみがあり、まるいかたちはえんまんをあら

わし、ながいめんはちょうじゅのしるしです。たんじょうびやおいわいのときに、

ながいめんをたべるのは、ながいきしますようにといういのりがこめられている

のです。 

このように、せかいのりょうりにはそれぞれのれきしやぶんかがつまっていて、

たべものをとおしてちがうくにをしることができます。たべることは、せかいをし

ることにもつながっているのですね。 

  



仮名拾いテスト（雑学）  「            」 

すぽーつのせかいには、おどろくようなおもしろいざつがくがたくさんあります。

たとえば、さっかーはせかいでいちばんにんきのあるすぽーつといわれていま

す。でも、さいしょのさっかーは、いまのようなきそくがなく、てをつかってもよ

かったといわれています。そのあとで、てをつかうすぽーつと、あしだけをつか

うすぽーつにわかれ、てをつかうほうが「らぐびー」になり、あしだけをつかうほ

うがいまのさっかーになったのです。 

やきゅうのまうんどは、なぜたかくなっているのかしっていますか？これは、ぴ

っちゃーがすこしでもちからをいれやすく、きょりをながくかんじさせるためのく

ふうです。また、ぼーるをにぎるゆびのかたちやちからのいれかたによって、し

んくーぼーるやかーぶなど、いろいろなしゅるいのきゅうがなげられます。いっ

けんおなじようにみえても、うごきかたがまったくちがうのは、みえないぎじゅ

つのたまものです。 

すいえいのしんきろくは、すいみんぐすーつのぎじゅつでもかわってきました。

あるじきには、からだにぴったりとそうすーつがきろくをぐんとよくするといわ

れ、たくさんのせんしゅがつかっていましたが、のちにきそくでせいげんされる

ようになりました。すいえいのせかいでは、すーつも「どうぐ」としてたたかわれ

ていたのですね。 

また、ふぃぎゅあすけーとでは、がくてきにもうつくしさがけんきゅうされていま

す。たとえば、くるくるまわるときは、てやあしをからだにちかづけると、かいて

んがはやくなるという「しんたいのほうそく」をつかっています。これによって、

ひとまわりでなんかいもかいてんできるのです。 

すもうでは、しこをふむことによってじめんをふみしめ、あしのちからをたかめ

るだけでなく、わるいものをおいはらうといういみもあります。これは、すぽーつ

であるとどうじに、しんこうてきなしゅうかんともつながっているのです。 

このように、すぽーつのせかいには、ふかいれきしとふしぎなひみつがいっぱ

いです。しってからみるすぽーつは、もっとたのしく、おもしろくなることでしょ

う。 

  



仮名拾いテスト（日常）「            」 

 

きょうは あさからそらがはれていて、きもちのよいかぜが ふいていました。

わたしは まいにちのように、いぬのぽちといっしょにこうえんまでさんぽにいき

ます。ぽちは しろくて ちいさなからだをしているけれど、とてもげんきで、ある

くのもはしるのもだいすきです。こうえんにつくと、ほかのいぬたちもいて、おた

がいにしっぽをふりながらあいさつしていました。こどもたちもたくさんいて、ブ

ランコやすべりだいであそんでいます。わたしはベンチにすわって、ぽちがあ

そんでいるすがたをみながら、ゆっくりとおちゃをのみました。きのうよるにお

かあさんがつくってくれたおにぎりも、いっしょにもってきたので、すこしだけた

べました。ぽちもわたしのとなりにきて、おやつをたべました。ぽちがうれしそう

にしっぽをふるのをみると、わたしも こころがあたたかくなります。ひとやすみ

したあと、こうえんのなかをいっしょにあるきながら、いろいろなはなやきをか

んさつしました。ちゅーりっぷやたんぽぽ、すみれなどがさきほこっていて、は

るのけしきがいっぱいです。とりのさえずりもきこえて、まるでおんがくのようで

す。ぽちもたのしそうにくんくんとはなのにおいをかいでいました。そのとき、ひ

とりのしょうがくせいがおちばでつくったかたちをみせてくれました。「これはは

ーとだよ」といって、にこにこしています。わたしも「すてきだね」とこたえると、

こどもはもっとおおきなえがおをみせてくれました。こんなふうにしぜんとふれ

あい、にんげんとも どうぶつとも やさしくつながれるじかんは、とてもたいせ

つで、たからもの のようにおもえました。あしたもまた、ぽちといっしょにこのこ

うえんをあるいて、ちいさなしあわせをみつけたいとおもいました。 

  



仮名拾いテスト（日常）「            」 

 

わたしのいえのまえには、ちいさなかわが ながれています。まいにち おなじ

じかんになると、そのかわのちかくにあつまってくる ことりたちがいて、わたし

はまどからそれをみるのがすきです。ことりたちはぴいぴいとたのしそうになき

ながら、かわのみずをのんだり、はねをあらったりしています。ときどき、おお

きなはくちょうのようなとりもとびたってきて、いっしゅんだけかわのうえにゆっく

りとまいおります。そんなひは、いつもよりながく まどのそとをながめてしまい

ます。きょうのあさも、はやおきして、まずまどをあけました。すると、くもひとつ

ないあおぞらがひろがっていて、きもちのよいあさのひかりが まちにさしこん

でいました。わたしはコップいっぱいのみずをのみ、おとうさんとおかあさんに

「おはよう」といいました。あさごはんは、やきたてのトーストとたまご、そしてあ

たたかいミルクでした。ごはんのあとは、ようふくだけじゃなく、ランドセルのな

かみもちゃんとたしかめました。せいふくのぼたんもとれていないかかがみで

みて、くつもふいてからはきました。おかあさんが「きをつけていってらっしゃい

ね」とてをふってくれて、わたしは「いってきます！」とげんきよくこたえて、い

えをでました。がっこうまでのどうろには、たくさんのはながさいていて、すこし

だけふくかぜにそのはながゆれているのをみて、わたしはなんだか しあわせ

なきもちになりました。とちゅうで ともだちにもあって、いっしょに あるきながら

おしゃべりしました。「きのうのしゅくだいむずかしかったね」「でも、せんせいの

せつめいがわかりやすかったよね」とたのしくかいわしながら、いつのまにかが

っこうにつきました。げたばこにくつをしまって、きょうもいちにちがはじまりま

す。 

  



仮名拾いテスト（日常）「            」 

 

きょうは まちにまったえんそくのひでした。あさはやくにめざましどけいがおと

をたてて、わたしはすぐに とびおきました。きのうのよるから、リュックのなか

みをなんどもたしかめて、じゅんびは かんぺきにしておきました。おべんとう

も、おかあさんがはりきってつくってくれて、たまごやきやからあげ、おにぎりな

ど、わたしのすきなものがたくさんはいっていました。てんきもばっちりで、あお

ぞらがひろがっていて、すこしだけふくかぜがきもちよくかおにふれます。がっ

こうにあつまったみんなも、わくわくしたひょうじょうをしていて、バスにのりこむ

と、うたをうたったり、おしゃべりをしたりして、あっというまにこうえんにとうちゃ

くしました。こうえんでは、ながいすべりだいや ひろい はらっぱがあって、み

んなでおにごっこやボールあそびをして たっぷりからだをうごかしました。お

ひるどきになると、それぞれシートをひろげて、おべんとうをたべはじめまし

た。わたしも、リュックからおべんとうばこをとりだして、ふたをあけたとたん、い

いにおいが ひろがりました。「おいしそう！」とともだちにいわれて、わたしも

「おかあさんががんばってくれたんだ」とこたえました。みんなでたべるおべん

とうは、いつもよりずっとおいしくかんじました。たべおわったあとは、またこうえ

んのなかをたんけんしたり、いろいろなはなやむしをさがしたりしました。ての

ひらにのせたちょうちょが、そっとそらにとんでいくすがたをみて、わたしはここ

ろのなかで「またあしたね」とつぶやきました。かえりのバスのなかでは、みん

なつかれて、しずかにねむってしまうひともいました。わたしもまどのそとをな

がめながら、きょうのたのしいできごとをひとつひとつおもいだしていました。か

えったら、おかあさんにおれいをいって、えんそくのはなしをたくさんしたいとお

もいました。 

  



仮名拾いテスト（日常）「            」 

 

あめがふったあとの もりは、しずかでひんやりとしています。わたしはかさをさ

して、ちかくのもりへさんぽにでかけました。みどりの きのはっぱにはしずくが

おちていて、きらきらとひかっていました。こもれびが はっぱのあいだからも

れて、あたたかいひかりがあたりをてらしています。とちゅうで、かわのほとりに

すんでいる かえるのこえがきこえてきました。きもちのよいすずしいかぜがふ

いて、わたしのこころもおちついていきます。もりのなかをあるいていると、ちい

さなはなや、まつぼっくり、そしてきのえだがたくさんおちていました。わたしは

そのなかから、きれいな まつぼっくりをひとつひろいました。それをてのひら

にのせてよくみると、まるでちいさなたからもののようにみえました。もりのなか

では、いろんなとりたちがうたっていて、まるでおんがくかいのようでした。わた

しはそのおんがくをききながら、ゆっくりとあしもとをみてあるきました。すると、

まっしろなはなびらがいくつもひらいているのをみつけました。はっぱのあいだ

からやさしいにおいがただよっていて、わたしはおもわずふかくかおをちかづ

けました。そんなとき、もりのとおくから ともだちのこえがきこえました。「こっち

にきて！」とさそわれて、わたしははやくあるいてそのばしょへむかいました。

そこには、ともだちがわらいながらすわっていて、いっしょにおべんとうをたべ

ました。あたたかいひざしのなか、はなしながらたべるおべんとうはとてもおい

しくかんじられました。おべんとうをたべおわると、また もりのなかをさんぽし

ながら、ちいさなせかいをたんけんしました。つぎはどんなたからものにであえ

るのかとおもいながら、きもちよくあるいたのでした。 

  



仮名拾いテスト（日常）「            」 

 

にわにはいろいろなはながさいています。あかやきいろ、むらさきやしろ、たく

さんのいろがまざりあって、とてもきれいです。わたしはそのなかをあるきなが

ら、はなのにおいをかいだり、ちょうちょがとんでいるのをみたりしました。ひな

たぼっこをしているねこもみかけて、そっとちかづいてなでてあげました。ねこ

はきもちよさそうにめをとじて、すぐにごろごろとなきはじめました。にわのなか

には、ちいさなとりのすもあって、ひながあかちゃんたちがせわしなくはねをう

ごかしていました。わたしはそれをみて、いのちのたいせつさやふしぎさをか

んじました。とつぜん、にわのとなりのもりからかぜがふいてきて、はながふわ

っととびました。そのはながわたしのてのひらにのって、まるでおみやげのよう

でした。わたしはそのはなをそっとつかんで、もりをぬけてあるきはじめまし

た。とおりみちにはちいさなかわがながれていて、そのみずのおとがこころを

いやしてくれます。わたしはしずかにみずのながれをききながら、たびのことを

かんがえました。たびはときにたいへんだけれど、あたらしいけいけんやであ

いがまっていることをしっているので、わくわくしていました。にわからはなれ

て、まちのほうへあるいていくと、ひろばでこどもたちがあそんでいました。みん

なでわらいあい、いっしょにあそぶすがたをみて、わたしもこころがあたたかく

なりました。きょうもまた、すてきないちにちになりそうだとおもいながら、わた

しはあるきつづけました。 

  



仮名拾いテスト（日常）「            」 

 

あきのよるは、すずしくてしずかです。わたしはふとんにくるまって、まどのそと

をながめました。そらにはたくさんのほしがきらめいていて、それぞれのほしが

ちいさなあかりのようにみえました。ときどき、ながれぼしがすうっとそらをかけ

ぬけて、わたしはそれをみてねがいごとをしました。まどのそとからは、きんも

くせいのあまいにおいがふわっとただよってきて、こころをおちつかせてくれま

した。あしたのてんきははれるというよほうがでていて、わたしはわくわくしなが

らそのひをまちました。ふと、いままでのいろいろなことがあたまにうかびまし

た。ともだちとのたのしいじかん、まいにちのちいさなよろこび、そしてこれから

のゆめやもくひょう。そんなことをかんがえているうちに、わたしはじぶんがど

れだけたくさんのひとやものにささえられているかをかんじました。あさになっ

て、めをさますと、そとのそらはあかるくひかっていて、わたしはすぐにおきあ

がりました。あさごはんのじかんには、おかあさんがにこにことわらっていて、

わたしに「きょうもがんばってね」といってくれました。そのことばにわたしはげ

んきをもらい、いちにちのはじまりをかんじました。がっこうにいくみち、わたし

はみちばたのきれいなはなにみとれ、きもちよくあるきました。ともだちにあう

と、みんながにこにこしていて、わたしもつられてえがおになりました。きょうも

たのしいいちにちにしようと、こころのなかできめて、わたしはまっすぐまちをあ

るきました。 

  



仮名拾いテスト（日常）「            」 

 

にじがでるひは、あめのあとにそらがあかるくなることがおおいです。きょうも、

あさからあめがふっていましたが、ゆうがたにはあめがおわり、そらにはあかる

いにじがかかりました。わたしはにじをみて、こころがおどるようなきもちになり

ました。にじは、あか、だいだい、きいろ、みどり、あお、あいいろ、むらさきの７

しょくがながれています。わたしはそのいろをみながら、なにかいいことがおこ

るようなきがして、わくわくしました。にじのしたで、いっしょにあそんだともだち

も、にこにことわらっていて、そのえがおがとてもすてきでした。にじはすぐにき

えてしまうけれど、そのうつくしさはこころにのこります。あしたもまた、いいてん

きになるといいなとおもいながら、わたしはまどからそとをながめました。そと

にはちいさなはなや、みどりのきのはっぱがあざやかで、しぜんのちからをか

んじました。ときどき、とりのさえずりもきこえて、まいにちのせいかつがしぜん

とつながっていることをおもいださせてくれました。そんななか、わたしはすき

なほんをとりだして、ゆっくりとよみはじめました。ほんのなかには、いろいろな

おはなしやせかいがひろがっていて、わたしをわくわくさせてくれます。きょう

のように、しずかであたたかいひには、ほんをよむのがいちばんだとおもいまし

た。にじをみながら、すてきないちにちをすごせたことにかんしゃし、あしたも

げんきにがんばろうとこころにきめました。 

 

 


